
授業科目名 小児看護学概論

単位 1単位

時間数 １５時間 学年 1年次

授業形態 講義 開講時期 後期

授業の到達目標

１．小児看護の対象

　１）小児とは

　２)発達段階と発達課題

　３）小児と家族

２．小児医療、看護の変遷

　１）子どもと家族を取り巻く社会の変化

　２）医療・看護の変遷

３．小児看護の役割と機能

４．小児看護の役割と機能

５．小児の入院環境

　１）小児の発達段階と入院環境

　２）安全と火災発生時の処置

１．小児看護の特徴と理念

２．家族の特徴とアセスメント

３．子どもの成長・発達

４．子どものアセスメント

５．子どものバイタルサイン測定・身体測定

医学書院　小児看護学概論

医学書院　看護のための人間発達学

評価の方法・基準 出席状況　20点、レポート　10点、課題　30点、筆記テスト　40点による評価

テキスト

担当者 山口　佳絵

小児の概念を理解し、小児看護の機能と役割について学ぶ。

授業の概要

授業計画


